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現在は「ダコンアンシン」開発時の経験
をもとに「顧客が安心して使える商品づ
くり」「使用する立場になって考える」を
モットーに日々開発に取り組んでいる。
平成18年には、このような取り組みと事
業の新規性、需要の拡大性が高く評価
され、岐阜県より表彰を受けた。会長
は、あらゆる委員会のメンバーになり、
公的機関、民間、同業種、異業種の区別
なく人脈作りにつとめている。これがア
イデアの発生源となり、情報源ともなっ
ている。今後は、これまで以上に客先の
ニーズに耳を傾け、顧客視点に立った
製品開発を進めることにより現場の問
題解決に貢献できる「開発提案型企業」
へとさらなる成長を目指す。

　株式会社伊藤精密製作所（以下、伊藤
精密製作所）は、昭和34年に精密時計
部品を扱う製造業として創業。以来、切
削加工を事業の柱として、自動車や電子
機器の部品加工を行う100%下請け企
業であった。
　昭和52年、松下電器がビデオデッキ
の生産に本格参入すると同時に、部品
の注文が急増した。当時の社長（創業
者）は「生産の効率化のため24時間無
人稼働が可能で、加工後の製品同士の
接触によるダコンキズをなくせないか」
と模索し、製品蓄積装置の開発に取りか
かった。およそ2年をかけ試作品が完
成。そこからは問題の発生と改良の繰り
返しだった。開発から10年がたち、市場
でこのような装置のニーズが高いことを
知り、平成7年に「ダコンアンシン」として
販売を開始した。実際に社内で使用し
ながら問題に直面するたびに改良を重
ね製品の完成度を上げてきた。そして特

許も取得した。部品素材に、通常のナイ
ロンよりも機械的強度・耐久性に優れる
MCナイロンを取り入れるなど、常に「製
品への優しさ」を追求し続け、売り上げ
は順調に伸びた。わかった事は、他社に
売りたくない（ほどの完成度の）モノが
一番売れるということだ。
「ダコンアンシン」は、製品の特徴に合
わせ、様々なラインナップから選ぶこと
ができる。低床タイプの箱蓄積型は、製
品をポケッターで受け取り、製品箱へ手
作業のようにそーっと下ろす（写真①）。
長時間の無人稼働を実現し、洗浄ケー
ス付きもある。シュートタイプは、製品を
バケットで受け取り、シュート上に積み
重ねず並べていく（写真②）。また、取り
付け機種を選ばず、狭いスペースにも
設置ができ、キャスター付きなので移動
が容易なところもうれしい。
　伊藤精密製作所はこの成功を機に、
自社開発に積極的に取り組み始める。

■会社名：株式会社 伊藤精密製作所
■代表者：代表取締役　伊藤康裕
■所在地：岐阜県海津市平田町今尾1663-1
■TEL：0584-66-2633／FAX：0584-66-2757
■E-mail:info-is＠smiling.co.jp
■設立：昭和34年
■資本金：1,600万円
■従業員：100名
■業務内容：各種コネクター、通信、自動車、空
調、ガス、水栓他機器の部品加工・組立及び製品
蓄積装置等のFA装置の設計・製造

&DPSDQ\�3URILOH

分の悩みを解決できた商品だから提
案力には絶対の自信がある」と熱く語
る。挑戦し続ける気持ちがこの商品を
生み出した。

　株式会社プラモール精工は、コネク
ターの金型及び型部品・精密成形加工
品などを製造するプラスチック加工企
業である。中国の広東省東莞市にも関
連工場があり、100名の従業員が交代
勤務で24時間稼動を行っているが、や
はり下請け企業であった。
　自社で成形する製品は、ポリフェニ
レンスルファイド（PPS）や液晶ポリマ
ー（LCP）などの難しい材料で、かつ小
物製品が多いため、常に金型のガス焼
けや、製品のガス不良に頭を悩ませて
いた。時には、つくる製品の大半が不良
になることもあったという。どうにかし
てこの状況を打破することができない
かと考えた脇山高志社長は、自社内で
さまざまなトライ＆エラーを繰り返し、
２年の歳月を経て、独自のガス抜きピ
ン「ガストース」を開発することに成功
した。ガストースとは金型内部で使用
されるエジェクターピンやコアピンに
ガス抜き穴を加工したものである。金

型内からガスを抜く穴の幅を0.005～
0.05ミリと細く設計することで、樹脂の
流入を防ぐとともに、適度にガスが抜
けるよう工夫が施されている。その効
果は、まさにガス抜き革命といえるほど
の効果を発揮した。
　開発後は社内でガストースを金型に
組み込むことを前提に金型を設計し、
ほとんどすべての製品に対してガスト
ースを使用する体制を築き上げた。以
前は大半が不良だった製品も見違える
ように不良率の改善に成功。自社でこ
れほどの効果を発揮できるなら、製品
にしても需要は絶対にあるはずだとい
う信念のもと、2010年に特許を出願し、
2011年2月に特許取得。販売を開始し
てわずか１年ほどで約120社のユーザ
ーを獲得し、いまでは年間売上高の２
割を占めるほどの稼ぎ頭となっている。
脇山社長の信念はいまも変わらず「自
社で悩んでいたことだから、他社でも
悩んでいる人が絶対にいるはずだ。自

■会社名：株式会社プラモール精工
■代表者：代表取締役　脇山高志
■所在地：宮城県黒川郡富谷町鷹乃杜4-3-5
■TEL：022-348-1250／FAX：022-348-1244
■E-mail：info@plamoul-seiko.co.jp
■設立：昭和58年10月
■資本金：5,000万円
■従業員：30名
■業務内容：ガストース製作・販売　プラスチッ
ク用金型・設計製作・射出成形加工

&DPSDQ\�3URILOH【ガストースの概要】
『ガストース』とは、射出成形金型のエジェクターピンやコアピンの先端麺に、ガスやエアを抜く溝穴を入れたもの
です。一般的に射出成形による生産を開始した直後に起こる問題は、ガスベント詰まりによる充填不足（ショートシ
ョット）です。また、近年オゾン層の破壊による地球温暖化問題が深刻化しており、温室効果対策としてハロゲンガ
スの規制が一層強まり、ノンハロゲン樹脂を使用するケースが増えています。しかしながら、このノンハロゲン樹脂
はガスの発生量が極めて多く、１時間～２時間ごとに金型内の樹脂を掃除しないと直ぐにガスベントが詰まってしま
います。その結果、ショートショットや製品の外観不良につながり、作業効率を大幅に落としているのが実態です。
　このようなケースでの『ガストース』の効力は、スプールランナー部に使用することで、キャビティ内に入るガス
を削減することです。さらに、キャビティ内にも『ガストース』を使用すると、ガス抜き効果が高まり、長時間維持
することが可能になります。その結果、低圧型締め、低樹脂圧成形を実現し、ショート、バリ、ヒケ、ソリ、ガス焼
不良の解決に大いに役立てることが出来ます。製品満杯検知で箱を自動交換する。箱蓄積型（写真①） シュートタイプ（写真②）

～脱・顧客依存！　開発提案型企業への変身！～

製品開発に成功！

プラモール精工の挑戦
他社に売りたくないモノが
一番売れる！

伊藤精密製作所の挑戦
自社の悩み事を解決することで、

BtoCだけじゃない、BtoBでも自社商品！BtoCだけじゃない、BtoBでも自社商品！
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